
ん
。
終
わ
り
に
、
亡
く
な
ら
れ
た
多
く
の
方
々
の
冥
福
を
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ラ
イ
チ
ハ
で
の
抑
留
生
活
　 

北
海
道
　
桐
木
留
吉
　 

大
正
九
年
、
勇
払
郡
安
平
村
で
生
ま
れ
、
同
郡
厚
真
村
の
小

学
校
高
等
科
二
年
卒
業
。
同
村
及
び
留
萌
郡
鬼
鹿
村
で
家
業
の

炭
焼
き
作
業
を
手
伝
い
青
年
期
を
過
ご
し
た
。

昭
和
十
六
年
二
月
、
北
部
七
部
隊
（
工
兵
第
七
連
隊
）「
旭

川
」
に
現
役
入
隊
。
直
ち
に
満
州
国
東
安
省
の
工
兵
第
八
十
三

連
隊
に
転
属
。
同
十
二
月
に
中
支
に
一
時
派
遣
さ
れ
た
が
、
戻
っ

て
東
安
省
の
警
備
に
当
た
り
、
陸
軍
伍
長
と
な
り
、
終
戦
時

は
関
東
軍
第
二
幹
部
教
育
隊
第
四
小
隊
の
分
隊
長
で
あ
っ
た
。

二
十
年
八
月
、
突
如
ソ
連
軍
に
急
襲
さ
れ
、
牡
丹
江
付
近
で

民
間
人
を
巻
き
込
ん
だ
混
戦
状
態
と
な
り
、
女
性
を
含
む
多
数

の
死
傷
者
が
出
た
。
こ
の
時
点
で
関
東
軍
の
規
律
統
制
は
崩
壊

し
、
軍
民
混
在
で
ソ
連
軍
に
拿
捕
さ
れ
、
牡
丹
江
近
郊
に
軍
人

の
み
二
千
名
の
集
団
と
さ
れ
、
武
装
解
除
の
上
、
同
年
十
一
月

下
旬
、
貨
車
で
ソ
連
領
に
連
行
さ
れ
た
。

抑
留
先
は
、

ア
ム
ー
ル
川
を
挟
む
黒
河
対
岸
の
ラ
イ
チ
ハ
で
、

帰
還
ま
で
こ
こ
に
収
容
さ
れ
て
い
た
。

畜
産
地
帯
と
見
ら
れ
、
牛
を
追
い
出
し
た
牛
舎
が
収
容
先
と

な
っ
た
。
丸
太
作
り
の
壁
塗
り
、
堅
牢
な
建
物
で
糞
臭
漂
う
中
、

こ
こ
に
押
し
込
め
ら
れ
た
が
、
一
人
当
た
り
畳
一
枚
分
の
余
裕

は
あ
っ
た
。
採
光
、
換
気
不
良
で
あ
っ
た
が
、
暖
房
（
薪
）
効

果
高
く
、
終
戦
時
の
服
装
の
ま
ま
で
過
ご
せ
、
ソ
側
か
ら
の
防

寒
具
は
支
給
さ
れ
な
か
っ
た
。
牛
舎
一
棟
当
た
り
二
～
三
百
人

収
容
さ
れ
、
こ
れ
ら
の
牛
舎
が
か
な
り
散
在
し
て
い
た
。

ソ
軍
の
女
医
か
ら
炊
事
要
員
に
指
名
さ
れ
、
他
の
要
員
と
共

に
二
千
人
の
同
僚
の
た
め
炊
事
作
業
に
就
か
さ
れ
、
帰
還
ま
で

続
け
さ
せ
ら
れ
た
。

支
給
さ
れ
た
糧
秣
は
粗
悪
な
も
の
で
量
も
少
な
く
、
塩
蔵
鱈

の
ス
ー
プ
、
雑
穀
の
粥
の
み
で
常
に
飢
餓
状
態
が
続
き
、
所
外

で
集
め
た
雑
草
で
補
食
し
た
が
、
飢
え
は
募
る
ば
か
り
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
私
は
炊
事
担
当
で
、
こ
の
悲
惨
さ
か
ら
免
れ
る

こ
と
が
で
き
た
。
同
胞
た
ち
は
栄
養
失
調
の
中
、
出
役
さ
せ
ら



れ
、
疲
労
困
憊
の
末
倒
れ
る
者
多
く
、
連
日
牛
舎
入
口
に
二
、

三
体
の
屍
を
見
る
状
態
と
な
り
、
冬
は
雪
中
に
埋
め
、
融
雪
後

数
カ
所
に
合
同
埋
葬
し
た
。

ま
た
、
逃
亡
者
は
行
方
知
れ
ず
、
銃
殺
さ
れ
た
と
聞
く
。

民
主
化
教
育
は
し
ば
し
ば
行
わ
れ
、
新
聞
切
抜
き
の
レ
ー
ニ

ン
、
ス
タ
ー
リ
ン
の
写
真
を
壁
に
貼
り
、
ソ
連
へ
の
忠
誠
を
示

す
素
振
り
を
見
せ
、
日
本
人
の
み
の
自
主
管
理
で
事
件
も
起
き

ず
、
比
較
的
平
穏
な
生
活
が
続
い
た
が
、
炊
事
要
員
に
は
何
の

か
か
わ
り
も
な
か
っ
た
。
私
は
炊
事
作
業
の
実
績
を
認
め
ら
れ

た
た
め
か
、
収
容
所
近
郊
で
映
画
を
見
る
楽
し
み
も
あ
っ
た
。

昭
和
二
十
二
年
四
月
中
旬
、
こ
こ
か
ら
貨
車
に
乗
せ
ら
れ
、

丸
一
日
足
ら
ず
で
ナ
ホ
ト
カ
に
集
結
さ
せ
ら
れ
、

直
ち
に
乗
船
。

四
月
十
六
日
舞
鶴
に
上
陸
し
、
一
年
八
カ
月
の
抑
留
生
活
は
終

わ
っ
た
。

帰
国
後
、
北
海
道
留
萌
林
務
署
に
勤
め
、
昭
和
五
十
六
年
三

月
に
退
職
。
そ
の
後
札
幌
市
に
居
を
構
え
、
町
内
会
長
、
老
人

倶
楽
部
役
員
等
を
任
さ
れ
た
。
平
成
八
年
六
月
、
妻
を
亡
く
し

一
人
身
と
な
っ
た
が
、
倶
知
安
在
住
の
長
男
、
札
幌
在
住
の
嫁

い
だ
長
女
、
次
女
と
も
交
流
し
、
今
後
の
処
世
を
思
案
中
で
あ
る
。

私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
　 神奈
川
県
　
大
高
武
　 

昭
和
八
年
、
国
府
台
の
騎
砲
兵
大
隊
に
現
役
入
隊
し
、
除
隊

後
は
陸
軍
省
に
軍
属
と
し
て
勤
務
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
召
集
は
な
い
だ
ろ
う
と
思
っ
て
い
た
ら
、
昭
和
十
八
年

五
月
、
召
集
令
状
が
き
た
。
即
刻
近
衛
野
砲
連
隊
に
入
隊
し
た
。

数
日
し
て
部
隊
は
満
州
宝
清
に
移
動
、
騎
兵
第
三
旅
団
騎
砲

連
隊
に
配
属
と
な
っ
た
。
こ
の
部
隊
は
間
も
な
く
、
南
方
戦
線

に
移
動
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
た
め
か
、
あ

る
と
き
喀
痰
検
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
と
き
、
氏
名
を
付
し
た

私
の
喀
痰
容
器
の
蓋
は
だ
れ
か
に
取
り
替
え
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。

取
り
替
え
た
戦
友
は
保
菌
者
だ
っ
た
の
か
、
私
が
保
護
兵
と
さ

れ
て
し
ま
い
、
南
方
へ
の
転
戦
の
折
、
残
留
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
運
不
運
は
紙
一
重
と
や
ら
、
や
が
て
こ
の
部
隊
は
全
滅
し

て
し
ま
っ
た
。
だ
れ
か
知
ら
ぬ
が
、
彼
の
た
め
に
命
拾
い
を
し
た
。

昭
和
十
九
年
、
大
連
の
高
射
砲
学
校
で
教
育
を
受
け
安
東
の




